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1970年代 イギ リスにおけ る金融再編 と銀 行
一 ・手形交換所加盟銀行の蓄積行動を中心 に一
磯 谷 玲
は じ め に
1971年の新金融調 節方式 の導入 を契 機 として,な が ら く維持 され て きた シテ
ィの 「分業 関係」,すなわ ち手形交換所加盟銀行(以 下 「加盟銀行」 と略記す
る)と マーチャ ン ト ・バ ンクとの分業 関係 をは じめ とす る金融機 関相互 の分業
関係は くず れ,大 手 「加 盟銀 行」 を中軸 とす る新た な関係,す なわち独占的金
融 グル ープの形成 が開始 された。 この新た な関係 の形成,お よびそ こで中軸 と
な っている大手 「加盟銀行」 の進展 こそが その後 の証券市場改革(「 ビ ッグ ・
バ ン」)がすす め られ る根拠 で ある とい う見地か らす れば,70年代 にお け る金
融機関相互 の再編 を金融 再編 の第一段 階 、80年代の証券市場改革 を中心 とした
再編 を金融再編 の第二段 階 ととらえることが で きるQ
80年代におけ る証 券市 場改革は 国際的 な過剰貸付 可能 資本Dの 運動 形態 の変
化一 シンジケー トローンか らセキ昂 りタイゼ ーシ ョソヘー を背景 と して,
ロン ドン国際金融市場の地位 の維持 ・強化 をめ ざす イギ リスの戦略的対応 にほ
か ならない。
この改革が米銀 ・米系証券会社 の戦 略を反映 していた ことや,そ の結果米銀
をは じめとす る大手金融機関 がその独 占的 地位 を強 化 した ことな どは従来か ら








を能動 的に行 った理 由や,こ の改革 の基礎 となったイギ リスにおけ る資本間関
係,金 融機 関相互の関係 については あま りふれ られ て こなか った。 したが って.
イギ リス政府が保護主義的 なや り方 でな く,い わば 「開放 的」 な方法 をと りえ
た資本 関係におけ る根拠 について 明 らか にされ て こなか った。
しか し,最 大の オフシ ョア市場 を もつ イギ リスの金融機 関の あ りかたが,い
かな る変容 を とげたのか とい うことは,イ ギ リス当局の政策 も究極的 にはそ う
した資本の要求 に基礎 をお くがゆえに.今 日の大 手商業銀行 ・独 占的金融 グル
ープの重要 な蓄積基盤 であ る株式 ・債 券市場 を理解す る うえで不可欠 の もので
あ る。
私 は本稿 で,1970年代 におけ る独 占的金融 グル ープの形成過程 を,ま たそれ
が ア メリカ系 多国籍銀行 に規定 され なが らロン ドン 「加盟銀行」 に よって能 動
的 に追求 され た もので あることを.「 加盟銀行」 の国 内におけ る蓄 積行 動の変
化 を中心 に明 らかに したい。
亘1970年代 における 「加盟 銀行」の蓄積
A「 加盟銀行」 におけ る法 人部 門金融 の強化
1970年代に あ らたに展開 され た 「加盟銀行」 の蓄積 の一 つの側面 は,ホ ール
セール分 野に力点がおかれ た ことであ る。
1973年か ら1976年にかけ てホールセ ール部 門の預金が ロン ドン 「加盟銀行」
の預金総量 に しめる比率は27.6%(63億500万ポン ド)か ら282%(126億9200
万 ポン ド)へ と微増 であ るのにたい して,リ テ ール部門 は51.9%(118億7400
万 ポ ン ド)か ら39.7%(178億7200万ポ ン ド)へ と10%以上比率 を落 としてい
る。 また急速 に成 長 してい るのは外貨建 預金 であ り,20.5%(46億7500万ポ ン
ド)か ら82.1%(144億5400万ポン ド)と な ってい る。 この外貨建預金 におけ
るホール セール とリテ ールの比 率は示 されてい ないが.大 部分 はホールセール
分野 であ ると考 えられ る3)。また表 ①は銀行 の貸 出傾 向を示 した ものであ るが,
3)DreekF.Channon,BritishTransnationalBankStrategy-Areportpreparedforthe/
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表1銀 行 ご と の 貸 付 額
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製 造 業 へ の 貸 付 が 上 昇(22.0%か ら262%)し て い る の に た い し対 個 人 貸 付 は
低 下 し て い る(23,5%か ら17.2%)。
こ う し た ホ ー ル セ ー ル 重 点 の 蓄 積 の 内 実 を な し て い る の は.タ ー ム ・ ロ ー ン




まず,タ ーム ロー ンか ら検討 しよ う。ユ977年11月で中期貸 付が個人 部門 を除
く国内全貸付 の42%,輸 出金融制度 に もとつ く貸付(対 海 外貸付 に 分 類 さ れ
る)を 含めれ ば50%に達 して いたの。 それ まで支配 的だ った金融 方式 で ある当
座貸越 はタ ームローンの比率 が上昇す るのにつ れて減少 した。当座貸越 の場合
は企業全体 が担保 となるが.タ ーム ロー ンの場合 には返 済は個 々の事情 によっ
て様 々であ り,特 定 の投資計画 に リンクさせ ることも可 能で ある。 したが って
銀行 は借 手の信 用状態や投資計画 の展望 な どをか な り長期的 に(貸 付期 間は通
常5年 ない し7年 で あるが,12年また はそれ以 上の もの も稀 では ない)判 断 し
なければな らない5〕。 この方式 は銀行 に とって負担 となるとはい え,確 定 した
返済 が銀行 に とって よ り大 きな確 実性 を与 え,あ るいは 当座貸越 の一斉 回収 や
貸 越限度額 の削減 とい う方法 に よらず にあ る顧 客 にた いす る貸付総水準 を減 ら
す ことがで きるので,銀 行の リス ク対 応や貨幣資本 の戦略的配分 に とって メ リ
ッ トも大 きい。
ターム ローンが普及 した理 由 としては主 に次の点が考 え られ る。第一 に70年
代 のイギ リスにおいては社債 ・株 式発行市場 はイ ンフ レに よって壊滅 状況にあ
りゆ,そ の代替 とい う意味が あった こと。 第二 にマーチ ャン ト ・バ ンカーな ど
従 来長期的 な資 金調達 の分野で活動 していた資本 が1971年の新 金融調節方式の
導 入後,そ の地位 を後退 させたた め,「 加盟銀行」 がその代替 を果 た した とい
うこと,第 三 に外国系銀行,特 にアメ リカ系銀行 との競争に よ り,「 加 盟 銀
行」 が従来 の貸 付方式で ある当座貸越 を変更 せざ るを得な くな った とい うこ と
であ る。以 上の点 を70年代 のイギ リスにおけ る唯一 とい っていい成長産業 であ
る北海 油田への ファイナ ンスにおいてみる とこうである。
北海 油田 にたいす るフ ァイナ ンスは表② に示 され るとお りであ る。 ボ ン ド建
4)Co皿 皿itteetoReviewtheFunctioningofFinancia[Institutions(Chairman,SirHarold
Wils。n),ReportandAppendix,Cmnd,7937(HMSO,1980),pp.22㍗223.西村 閑也 監訳.
『ウ ィル ソ ン委 員 会 報 告 』,日 本 証 券 経 済 研 究 所,1982年,355ペー ジ。
5)塀4,p.223,同 上 書,356ペ ー ジ。
6)西 村 閑 也 監 訳,前 掲 書,6ペ ー ジ。
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(注1)A=既 存 貸 付 高,B=合 意 済分 お よび 引 き 出 し残 。
(注2)そ の 他 イ ギ リス系 銀 行 は コ ン ソー シア ム ・バ ン ク を含 み,手 形 交 換 所 加 盟 銀行 の 子 会社
は 含 ま な い 。
(出所)CommittcctoReviewtheFunctioningofFinancialInstitutions(Chairman,Sir
HaroldWilson),TheFinancingofNorthSeaOil,Mayエ978,London.p.26より作成 。
で も外 貨 建 で も 「加 盟 銀 行 」 と ア メ リ カ 系 銀 行 と が 大 き な位 置 を 占 め て い る 。
外 貨 建 に お い て,ロ ソ ド ソ 「加 盟 銀 行 」 は ア メ リ カ 多 国 籍 銀 行 と共 同 して 幹 事
銀 行 を つ と め て お り こ の 領 域 で の 独 占 的 地 位 を 占 め て い る7>。 巨 額 の 資 金 が 銀
行 貸 付 に よ っ て 行 わ れ た の は,借 手 側 の 事 情 と して は 当 時 の 証 券 市 場 で 調 達 す
る よ り も低 コ ス トで あ っ た か ら で あ り,貸 手 で あ る 銀 行 側 の 事 情 と し て は,産
油 後 は 急 速 な 返 済 が 行 わ れ,そ の 段 階 で リ ス ク の 急 減 す る こ とが 銀 行 が タ ー ム
ロ ー ン で 貸 し付 け る の に 適 合 的 だ っ た か ら で あ る 巳〕。
つ ぎ に 第 二 の 点,す な わ ち 貸 付 形 式 の 変 化 と は 相 対 的 に 区 別 さ れ る組 織 改 革
の 必 要 の 増 大 に つ い て だ が,こ の 点 を 明 ら か に す る た め に 銀 行 に と っ て 教 訓 的
な 事 例 と な っ た ミ ッ ドラ ン ド ・バ ン ク とF一 ル ス ・ロ イ ス(Rolls-Royce)と
の 関 係 を検 討 す る 。
・ 一 ル ス ・ロ イ ス は 世 界 有 数 の エ ン ジ ン ・.メー カ ー で あ り、1960年代 の 終 わ
7)CommitteetoReviewtheFunctioningofFinancialInstitutions(Chairma叫SirHarold
Wilson),TheFinancingofNorthSeaOil(ResearchReportNo.2).1978.p.15.従来,
「加盟銀行」 の こうした変 化を外 国銀行(ア メリカ系多 国籍銀行)と の競争 関係だけか ら説 明す
る見解 が存在 する。 しか し,実 際 には北海油 田における ように 「加盟銀行」は アメ リカ系 多国籍
銀行,あ るいは他の外 国銀行 と共同す ることによ って もター ムローンの割合 を増加 させた のであ
り,こ うした独占的協 調関係の側面 をみない 見解 は一面 的であ るといわ なければ ならない。
8)萄 此此,P.9.
90(354)M146巻 第3・4号
りにイギ リス国防 計画上 の契約,ア ソグロー フレンチ ・スーパ ー ソニ ック ・エ
アライナー との コンコル ドのエ ンジン生 産の契約,ま た1968年の ロッキー ドと
の トライスタ ーのエ ンジン(RB211)生産の契約 な どを締結 し.一 般的 にい え
ば業 績は好調 であ った。 しか し,RB211の 開発費用 な らびに開発期 間はP一
ルス ・Fイ スの当初の見積 もりよ りオーバ ー し,こ れ によ って ロールス ・ロイ
スぽ経営危機 にお ちい った。当時の主要取引銀行 は ミヅ ドラン ドとロイ ズで あ
り,当 座貸越 に よって 各 々2500万ポ ン ドを供与 した。 また ラザール(Lazard
Bros,&Co.)に主導 され てマーチ ャソ ト ・バ ンクの コンソーシア ムが2000万
ポン ドの 引受信用 をカバーする ことで,「 加盟銀 行」 とマ ーチ ャソ ト・バ ンク
とが金融的 な支援 を行 った。 しか し度重 なる計画修空 とエ ンジ ン完成 の遅れ に
よって金融危機 を迎 え,そ の結 果 ロール ス ・βイスは分割 ・国有化 され ること
とな った9)。この事件 はRB211エ ンジンの発注先 であ るロッキ ー ドに も飛 び
火す ることにな ったが,こ こで注 目した いの は,こ の事件 にたいす る ミッドラ
ン ドの評価 で ある。 ミッ ドラン ドの社史 では 次の ように述 べ られてい る。
「戦 争以来産業は相対的 な安定 と繁栄 の時期 を享 受 してお り,大 企 業 の ト
ラブルはほ とん どなか った。 けれ ども諸困難が生 じた時 に,ミ ッ ドラン ドも
他 の競争者 も特別 の注意 と配慮 を注 ぐ独立 した部門一 この部門 は管財人 と
精 算 につい ての特殊 な問 題 を経験 してい るス タ ッフを用 いる一 を持 ってい
なか った。 ……諸困難iが最初 に提 起 された時 にな しうる ことはた くさんあ り,
そ して しぼ しぼ企業 は建 て直 され健全 な財務状態 に戻 ることが可能 だ ったの
であ る」1ω
ここでいわれてい ることは,従 来 の銀行 の顧 客 との接 触方法一 最初 に,そ
して基本 的 に支店 をつ うじて顧客 と接す る一 が,法 人顧客 との取引関係 を維
持す る うえで弱点 となった,と い うことであ る。それまでの ミッ ドラン ドの顧





客 との接触方法は支店 を経 由す る ことを基本 としてお り,支 店が重大 な問題だ
と判断 した時 には本社 に問 い合 わせる とい うシステ ムだ った。 この方法 はそれ
までの 「加盟銀行」 の保守的 な経 営姿勢 ともあいま って,銀 行が顧客 の ニーズ
や金融状態 を把握 し,も し企業 が金融 的に困難 な正体 に陥 った場合 「最初 に提
起 された時 にな しうるた くさんの こと」 を機 敏 につかみ,機 動的 に対処す るこ
とを困難 に していた。
こうした総括 にもとづいて ミッ ドラソ ドは組織改革 を行 い.法 人金 融の専門
部 を設立 した。 この専門部 は,顧 客の ニーズを研究 し.自 国お よび海 外で の定
期 的な コンタク トを維 持す る ことに よって,顧 客の銀行 にたいす る要 求 をみ た
し,顧 客が最初 に自行 を選択す る関係 をつ くることを目的 としたIP。また同時
期 に他 の 「加盟銀行」 も同様 の組織改 革 を行 っ.た12)。
こ うした 「加盟銀行」 の法人顧 客にたいす る対応 の変化一 従来 の 伝 統 的
「分業関係」 に対応 した待機 的な対応 か らよ り積極 的 にニーズをつ かむ方 向へ
の対応 の変化一 は,「 加盟 銀行」 の新 しい金融サ ー ビス業務(フ ァクタ リン
グや リース等々)へ の参 入 と相互 関係 にあ る。次 にこ うした新 しい金融 サ ー ビ
ス業 と 「加 盟銀行」 との関係 を検 討 しよ う。
B「 加盟 銀行」 の業務 多様 化
1970年代 におけ る 「加盟銀行」 の蓄積上 の もう一 つの側面 は,業 務の多様化
であ る。
「加盟銀行」 の業務多様化 は1970年代初頭 に急 速に進展 した。表③は1968年
と1975年の 「加盟銀行」 五 グループの業務範 囲 を比較 した もの であ るが.こ こ
か ら各 「加盟銀行」が飛躍的 に業務範 囲を広げ た こと,さ らに,.1968年段階 で
は完全所有 子会社 の数 は少 なか った ものが.1975年にはほ とん どの分野 を完全
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マ ー チ ャ ン ト ・バ ン キ ン グ
ユ ー ロ カ レ ン シ ー 業 務.
ユ ニ ッ ト ・ トラ ス ト管 理
フ ァ ク タ リ ン グ
リ ー ス
保 険(ブ ロ ー カ ー)
保 険(引 受)
ク レ ジ ッ ト ・フ ァ イ ナ ン ス
ベ ン チ ャ ー ・キ ャ ピ タ ル
コ ン ピ ュ ー タ ー ・ビ ュ ー ロ ー
トラ ベ ル ・サ ー ビ ス
ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド




























































































(注1)そ れ ぞ れB=バ ー ク レイ ズ,L=ロ イ ズ.M=ミ ッ ドラ ン ド,N=ナ シ ョナ ル ・ウェ ス
ト ミンス タ ー,NC=ナ シ コナ ル ・ア ン ド ・コ マ ー シャ ル を表 す。
(注2)そ れ ぞれW=完 全所 有 子 会 社,C=支 配 株 保 有,A=関 連 株 保 有(>25%,≦50%),




こうした分野 への 「加 盟銀 行」 の進出 にお いて注 目す べ き こ と は.第 一に
「加盟銀行」が 金融 サ ービス を開発 した のは.従 来 の貸付方式 に存在 した制 限
を突破 す るためであ った とい うことである。 「加盟銀行」家協会 は,ウ ィル ソ
ン委員会 に提 出 した報告 書の なか でつ ぎのよ うに述 べてい る。
「『加盟銀行』 の産業 ・商業企 業 に対す る伝統 的な貸付 の大部 分は流動資
産の持高 を保 持す ることであ った。 こうした資 産の循環 的性格は.銀 行 の管
理 ・監督 能カー 貸 し付 け られ たフ ァン ドが配分 され るや り方の管理 ・監督
能カー を制限す る。=結 果的 に,こ の ことは貸 し付け るこ とがで き ると銀
行が考 える総量 を制限 しうる ことにな る。 ●
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こ うした制限 に抗 して,… …(一 層 の資 金を必要 とす る一 引用者)企 業
の要求 をみたすた めに,『 加盟銀行』 は新 しいサ ー ビス を開発 した。 こうし
たサ ー ビスの うち最 も重要 な ものは割賦信 用,リ ース,フ ァ クタ リン グであ
る。」1δ,
銀行は企業 にたい して流動資産 を保 持す る形で貸付 を行 うが,一 般的 にい っ
てスタグ フレ ーシ ョン期 には銀 行需 要が増加 し,同 時 に リス クも増大す る。 し
たが って銀行 に とっては よ りリス クが少 な く,よ り利潤 のあが るところに貸 し
付 け ることが必要 とな る。 その ため に開発 され たのが新 しい金 融サ ービスー
割賦信用,リ ース,フ ァクタ リングー だ とい うのセ あ る。
第二 に,マ ーチ ャシ ト・バ ンキン グな どい くつ かの分野 をのぞけば,こ う し
た新 しい分野 にお いて 「加盟銀行」 が進 出 した結 果,独 占的関係が形成 され て
い ることにある。 たとえば,フ ァクタ リング業は表④ にみ るとおb成 長著 しい
が,こ の うち約90%以上が英 国 ファクタ リング業者協会(AssociationofBrit-
ishFactor)を構成 す る8社 によって行 われ てお り,四 大 「加盟銀 行」 のフ ァ
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(注ユ)英 国 リース業 協会
(注2)レ ッシーについての情報 の得 られ ない7ァ イナ ンス ・り一ス も含 む。
(出所)『 ウィル ソン委員会』,p.731ページ より作成。
ク タ リ ン グ子 会 社 も こ の な か に 含 ま れ て い る14)。
ま た リー ス 業 で も同 様 で あ る 。 資 本 設 備 の リ ー ス が 英 国 へ 導 入 さ れ た の は 比
較 的 新 し く,ユ950年代 に コ ン ピ ュ ー タ ー,電 話.コ ピ ー 機 械 な ど の 分 野 で 導 入
さ れ た 。 リ ー ス 業 務 は 政 府 の 租 税 政 策 正5>もあ っ て1970年代 に 急 速 に 成 長 し,英
国 リ ー ス 業 協 会 会 員 の 扱 う業 務 に 限 定 し て も リ ー ス 用 資 産 購 入 額 は1億6000万
ポ ン ド(ユ971年)か ら18億200万 ポ ン ド(1979年)へ と実 に11.3倍に 増 加 し て
い る(表 ⑤ を 参 照)。 こ の う ち,あ る 調 査 に よ れ ば,1977年 の リー ス 業 務 の う
ち 約60%が 四 大 「加 盟 銀 行 」 の 子 会 社 を 含 む 人 リ ー ス 会 社 に よ っ て 占 め ら れ て
い た エo㌔
ま た,「 加 盟 銀 行 」 は マ ー チ ャ ン ト ・バ ン キ ン グ の 分 野 に も積 極 的 に 進 出 し









Cと 略)以 後 マ ーチ ャソ ト ・バ ンカーの株式保有 にたいす る条件 が緩和 され,
マーチ ャン ト・バ ンカーと 「加盟銀 行」 をは じめ とした他資本 との結 合関係 も
進展 してい る17㌔
また,こ の点 との関係で,業 務多様化 の第三 の特徴 は,こ うした業務多様化
が 「加盟 銀行」 の蓄積 の もうひ とつ の側面,つ ま り先 に述 べた法人部門金融の
強化 をつ うじて.広 範 な現実資本 との関係 を拡大 しようとす ることと密接 にむ
すびついてお り,業 務多様化 は銀行 グループ全体 のホ ールセ ール部門 での力量
強化 とい うことを軸点 として展開 され てい るとい うことにあ る。 リースや フ ァ
クタ リングは形 をか えた タームP一 ンともいえ るのであ り,従 来の関係 を維持
す るた めに も,あ らたな関係 を顧 客 と形成 す るために も,重 要 な手段 であるタ
ーム ローンで必要 とされ る力 と共通 の力量 を形成 しなければ ならなか ったので
あ る。
以上述 べた二つ の契機,す なわ ちホ ールセ ール部門 の強化 と業務 多様化 とに
表6四 大手形交換所加盟銀行の収益状況(£,milli。a)
バ ー ク レ イ ズ
ロ イ ズ
ナ シ ョ ナ ル ・ウ ェ ス
ト ミ ン ス 歩 一
































































(注)上 段 は 税 引 前 収 益,下 段 が税 引 後 収 益(Neしprofit)。A欄は ス イ ス フ.ラン に換 算 した 場 合






よって大 手 「加盟銀 行」 は70年代末 に強 力に蓄積 を推進 した。 表⑥ は四大 「加
盟銀行」 の収 益状況の推移 をみ た ものであ る。大 手 「加盟 銀行 」は73～75年に
かけて一様 に純 収益 を減少 させ ているが,77年には税 引前 収益 稗 収益 ともに
欧米主要100行の うち5位 以内 にラン クされ て い る。 こ う し た大手 「加盟銀
行」 の収益は,石 油会社 とともに超 過利 得税 を課 税す る対象 として 攻 撃 さ れ
る18)ほどの高水準 であ り,い わゆ る 「セ カンダ リー ・ノミソ ク恐慌」 の影響 か ら
も順調 に脱 して,蓄 積 を進 め ることが できた こ とを示 してい る。
では,こ うした変化 を規 定 した要因は何 であろ うか。 この問題は一面では銀
行資 本の蓄積 が産 業資 木や商業資本 の蓄積 に規定 されてい るがゆ えに,具 体的
な産 業資 本の動向やそれ との関係 を分析す ることをつ う じて,他 面で,こ うし
た変 化が直接 には銀行資本 間の利潤獲得 をめ ぐる競争のなかで生 じてい るのだ
か ら,銀 行資本間相互 の関係 の検討 をつ うじてあ き らか にされ る必要が あ る。
本稿 では後者 の点 に限定 して明 らかにす る、その場 合 第一 に金融機関 に関 わ
る政策 のレベルでは1971年に導入 されたCCCと の関係が,第 二 に資本 間関係
のレベルでは外 国銀行一一 もっと も規 定的 な ものは アメ リカ系 多国籍銀行 であ
る一一 との関係19)が,1970年代の金融再編 と 「加盟銀行」 の蓄積 の在 り方 を規
定 した二 つの側面 であ る。以下それぞれ について検討 しよう。
II金融再編および 「加盟銀行」の蓄積様式の変容の条件
A政 策 的枠組 み
CCCは 競争促進 と信用統制 を二つ の柱 として構成 され てい るが,競 争促進
の面についてみれば,そ の基本的柱 は,以 下 の三点 にま とめ られ る2D〕。
18)田尻 嗣夫前掲 書,141ペー ジ。
19)外国銀行 とい った場合,当 然邦 銀お よび ドイツ系銀行 の役割 についτ も検討 しなければな らな
いが,邦 銀 については石油 シ ョッ ク後一時 戸 ンドソから撤 退する状 況にあ った ことや.ド イ ツ系
につ いては ロン ドンよりもル クセ ンブル グが活動 の中心 である こと,ま た本稿 の対象 がイギ リス
国内である ことか ら考察の対 象か ら捨象 して いる。
20)`この点について詳 し くは,罪 谷硯児 「新金融調革方式 以降 の英国 金融機関」r証 券経済』Vol.
44,138から139ページ昌
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第一は従来 「加盟銀行」 に課せ られ ていた蓄積上 の諸制 限 をと りは らった こ
とであ る。
具体的 には,「 加盟銀行」 を含む全主要金融機 関に同一 ρ準 備率規制(12.5
%)を 適 用 し,旧 来の流動 ・現金比率規制 を廃止 した。 また 「加盟銀行」 が公
定歩 合 と連動 して預金金利 ・貸出金利 を上下 させ るとい う金利協定 を撤廃 し,
同時に 「加盟銀行」 の与信活動 を限定づ けていた貸 出上 限規制 を撤廃 した。 こ
れ によ り 「加盟銀行」は貸出 の量的上限枠 ・金利上 限枠 に縛 られず,ユ ーロ市
場 を含む並行市場や消費者信用市場,住 宅金融市場 において も,い わゆ る賦払
金融会社,あ るいは建築組合 と金利や預金獲得,又 は貸 出 の面 で競争す るこ と
が可能 になった。 こうした預金獲得 ・貸 出の面 で 「加盟銀行」 に課せ られて い
た諸制限 の廃止は,「 加盟銀行」が他 の金融機 関 と貸 出 ・預金 吸収 の両面 で競
争す る条件 を与 えたのであ る。
第二は,シ テ ィの引受商社委 員会 加盟のマ ーチ ャソ ト・バ ン クに対す る株式
取得制限 を緩和 し,大 手 「加盟銀行」 が これ らの マーチ ャン ト・パ ンダを買収
または合併 で きる道 を開 いた ことであ る。 この結果,い くつか のマーテ ヤγ
ト・パ ン クは 「加盟銀行」 と株式保有 に よる結合関係 を形成 し,ま た別 のい く
つ かのマ ーチ ャソ ト・バ ンクぽ 「加盟銀行」 に完全 に吸収 され るこ とになワた。
金融機関 間の競争促進 のための第三の制度的措置ば,大 手賦払金融会社 に銀
行資格 を公認 した ことであ る。
以上が競争促進 とい う点 か ら見た時のcccの キ な内容 であ り.金 融機関 間
の競争条件 を同等 にす ることがその 目的 であ る。
だが,CCCの 実際 の機能一 金融機 関間 の競争 に もた らした実 際 の 影 響
一 は,単 に競 争条件 を同等にす るとい うこ とに とどま らず,外 国銀行 との熾
烈 な競争 に対抗す る能 力の ある銀行 を育 成す る ものであった。 これ はCCCの
導入後 の預 金 シまアの推 移Y1)から,ま たCCCの 導入 が,1968年の合併 ブー ム
をへて 「加盟銀 行」 間 の再編=合 同がほぼ終 了 し,個 別 「加盟銀行」 として も
21)蕗谷硯児前掲論文,144ページを参照Q
98(362)第146巻 第3・4号.
他 の金融機 関に十分 対抗 で きる条件が整 った時期一 この時期 は同時に イギ リ
スの国際的 地位 の相 対的低下 が顕著 になった時期 で もあ る一 に行われた こと
か ら明 らか であろ う。
このイギ リス政府 の基本 的姿勢 はその後 も一貫 して続 く。1979年にはイギ リ
ス最初 の銀行法22,が制定 されたが,そ れは預金受入業務お よび預金受入機 関を
対象 とす るものであ った。 イギ リス政府は預金受入業務 を規制対象 とす ること
に よって,信 用秩序の維持の点では銀行業全般 を対象 とす る銀行法 の制定 と同
等の効果 を狙 うと同時 に,他 方 で銀行業務 の範 囲については未確定 のまま残 し
てお くことによって,そ の後 の金融再編;証 券市場 改革に 「加盟銀行」 が参画
す る条件 を形作 った のである。
.Bア メ リカ系多 国籍銀行 の蓄積 の特 徴
す でに述 べた ロン ドン 「加盟銀行」の蓄積様式の変化 との関係 でい えば.こ
うした変 化を規定 したひ とつ の契機は アメ リカ系多 国籍銀行 であ る呂a》。
ア メ リカ大手商業銀行の活動 を特徴づ け るものは,第 一 に,貸 付 の方式=タ
ーム ・ローンで ある。 ターム ロー ンの形態 で貸付 を行 う場合 には,銀 行は借 手
.の事業 内容や財務状態,あ るいは借手 が属 してい る産業全体 の動 向や将来性 な
どにか な りの力点 をおいて融資 の可否 や融 資条件 を決定 しなけれ ばな らない。
ア メ リカ系大手商業銀行 の場 合には こ うした貸付形態 を1930年代 か ら経験 し.
戦後早 い段階 で専門部 を設 立す るな ど,こ の分野 での力 量を形成 していた24〕。
アメ リカの大 手商業銀行は信用,信 託.マ7チ ャソ ト・バ ンキ ング ・サ ー ビ
ス を拡 張す るこ とによって新 たな顧客 を獲 得 し,ま た顧 客の ニューヨークにお
22)BaロkingAcし1979.
23)ア メリカ系 多国籍銀行の対外進 出に つい ては;従 来 か ら優 れた研究が行われてお り.そ の海 外
進 出過程 の分 析 については関下稔 「米国銀 行の国際化」 関下稔 ・鶴 田廣 巳 ・奥 田宏 司 ・向寿一 著
『多国籍銀行』,有斐 閣,1984年,を,又,ユ970年代 におけ るシ ンジケー トロー ンをめ ぐる競 争
とそのなかでの米銀 の地位 については,奥 田宏司 「ユ ーロ ・シンジケー トロー/と 多国籍 銀行 」
関下稔 ・鶴 田廣巳 ・奥 田宏司 ・向寿一同上 書,を 参照 されたい。
24)西川純子 ・松井和夫 『ア メリカ金融 史』,有斐 閣,五989年,232から236ページ。
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け る 第 一 級 の バ ン キ ン グ ・ コネ ク シ ョ ン と な る こ と を 目的 と し て 活 動 し て い る 。
だ が,相 互 に 他 の 大 手 商 業 銀 行 との 競 争 が 存 在 し,証 券 市 場 ・証 券 会 社 と の 競
争 が 存 在 す る た め,7メ リ カ 大 手 商 業 銀 行 が こ う し た 地 位 を手 に い れ る こ と は
容 易 で は な い 。 そ こ で 商 業 銀 行 は こ の 競 争 に 勝 利 す る た め に,形 を 変 え た タ ー
ム ロ ー ン と も い え る モ ー ゲ ー ジ 金 融,フ ァ ク タ リ ン グ,リ ー ス 等.々に参 入 す る
こ と に な っ た25㌔
こ うLた 銀 行 周 辺 業 務(非 銀 行 業 務)は,世 界 中 に 支 店 を も ち,ワ.一 ル ド ワ
イ ドに 展 開 し て い る 大 手 商 業 銀 行 に と っ て は 単 に 国 内 で の 顧 客(現 実 資 本)と
の 結 び つ き を 強 め る だ け で な く,そ の ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て 貸 付 以 外 の 領 域
で も 顧 客 との 関 係 を 強 化 す る手 段 と な っ て い る26)。
イ ギ リス 進 出 に あ た っ て も ア メ リ カ 系 多 国 籍 銀 行 は こ う し た 能 力 を 活 用 し て
蓄 積 を 進 め,イ ギ リ ス 「加 盟 銀 行 」,マ ー チ ャ ン ト ・バ ン ク の 蓄 積 基 盤 を 侵 害
した 。 そ の 結 果 を1979年の 貸 付 に つ い て み る と,ア メ リ カ 系 銀 行 は 製 造 業 で
19.2男,金融 業 で19%と 二 割 弱 の シ ェ ア を,ま た 「そ の 他 生 産 業 」 で13.2%,
サ ー ビ ス 業 で12劣 を 占 め て い る の に 対 し,個 人 貸 付 で は2.7%の シ ェ ア を し め
る に す ぎ ず,イ ギ リス 居 住 者 む け の 貸 付 に つ い て い え ば,完 全 に ホ ー ル セ ー
ル.・バ ン キ ン グ に 重 点 が 置 か れ て い る27,。ま た,ア メ リ カ 系 商 業 銀 行 が 二 割 弱
の シ ェ ア を 占 め て い る 分 野 は,ア メ リカ 系 多 国 籍 企 業 が 進 出 し て い る 分 野 と対
応 し て い る。1977年の 資 料 で み て み る と 製 造 業 分 野 で はNCR,IBM,Honcy-
well,GE,Kodak,Chrysler,Ford,Monsant・,Dupontなど世 界 で も有 数 の 巨
大 企 業 が 進 出 し て お り,一 部 を の ぞ い て は ア メ リ カ 系 多 国 籍 銀 行 が そ の 取 引 先
銀 行 と な っ て い る28)。








イギ リスの企業 で占め られ,他 のア メ リカ系銀行 も地方支店 を開 き,イ ギ リス
企業 との取 引関係 を拡 大 してい った29)。
1節 でみたイギ リス 「加盟銀行」 の業務多様化や法人金融 を専門 に扱 う部 門
の設立 は,一 方ではCCCと い うイギ リス政府 の政策的枠組 みの下 で行 われ,
また他方では こう した アメ リカ系商業銀行 覇多国籍銀行 との競争関係お よび北
海 油 田におけ る融資 にみ られ る ような協調 関係 に規定 されて行われだ もので あ
る。
1980年代 に展開 され る一 連の金融革命 もこ うした 「加盟銀行」の蓄積 の変化
によ って条件 づけ らカ.てい る。すなわ ち,「 加盟銀行」 を中軸 とした独 占的 金
融 グルー プが,ア メ リカ系 多国籍銀行 をは じめ とす る外国銀行 に規定 されつ つ
能動 的に金融再編 を展開 しうる主体 となった。 イギ リス政府 が証券 市場 改革 を
お こない えた基 礎 には こ うした経済 関係 が存在 していたのであ る。
イ ギ リス政府はCCCに よ って 「加盟銀行」 とマ ーチ ャン ト・バ ンクとの合
同 ・合併 に道 を開 いた のであ るが,イ ギ リス国家 が後 の政 策 もふ くめて 「自由
化」 とい う方 向で対応 せざ るを えなか った理 由の一つは.イ ギ リスに とっての
銀行業 の位置 づけに よる。 いわゆ る 「シテ ィ」での諸金融分野は イギ リスに と
って税制,雇 用,国 際 収支 等多面 にわた る重要産業 であるゆ。 しか もそれ は国
際金融市場 としての ロン ドンの地位 を前提 しているか ら,そ の地位 を維 持す る
・ためには外国銀行 との相互 的 ・互恵的関係 を基礎 としなけれ ばな らない。それ
ゆえ,イ ギ リスの政策は保 護的 な方法 ではな く,「 自由化」 を標榜 して行われ,
イギ リス系銀 行はその なか でホール セール ・バ ンキ ングを強 化 し.あ るいは業
務多様化によって独占的金融 グループを形成 して,そ の独占的地位を拡参する
とい う形 で蓄積 を進 めたのであ る。
29)THEBANKER,N。ve皿ber1975,p・139・
30)Com皿ittee⑩ReviewtheFunctioningofFi皿ancialInstituしions(Chair皿au.SirHarold
Wilson),ReportandAppendix,C」目皿d.7937(HMSO,エ980),PP.412.西村 閑 也 監 訳 前 掲 書
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お わ り に
本稿 で明 らかに した ことは,「 加 盟銀 行」 が法 人部 門金融を強化 した こ と,
また業務 多様 化を積極 的に推進 してい った こと,お よびそれが外国銀行=多 国
籍銀行 との国際的 な協 調 ・競争 関係 の中で行 われた とい うことであ り,こ うし
た ことが80年代の金融 再編 の一 つの根拠 をな し.ている とい うことであ る。
だが,現 実の証 券市 場改革;金 融再編 は1980年代 に展開 され たい くつ かの諸
条件一 累積 債務問題 の顕在化,そ れ を契機 として国 際的 過剰 貸付 可能 資本 の
運動 形態 が シンジケー トロー ンか らセキ ュリタイゼ ーシ ョンへ と変 化 した こと
とそ の影 響,米 系多国籍銀行 ・大手証券会社 の運 動等一 によって規定 され て
いる。 こうした諸 条件 にイギ ゾスの独占的金 融 グル ープがいか に対応 したか,
又,そ の ことに よって獲得 したあ らた な蓄積 基盤や,そ の結果形成 され た経済
関係 等の分析 につ いては今後の課題 としたい。
